
平成１６年度上半期予算執行状況

１５年度末現在基　　　金
１８億５，７１２万円財政調整基金

１１億９，３７３万円公共施設建設基金

１１億８，７０６万円職員退職手当基金

８億４，６５３万円環境緑化基金

１億円平和事業基金

１，９９１万円バリアフリー事業推進基金

４億５，０１３万円（仮称）総合体育館建設基金

６億　３９２万円学校施設整備基金

１５億１，２１１万円土地区画整理事業基金

１億２，７１６万円介護給付費準備基金

１，０００万円国民健康保険高額療養費貸付基金

５００万円国民健康保険出産費資金貸付基金

７９億１，２６７万円合計

市民１人あたり　４７，０８８円

●財源確保及び経費削減実施額　　　　（単位：万円）
金　額項　　　　　　　　目

７１，０５５財 源 確 保

２７，０００国民健康保険税・負担割合の改正

１８，２００国・都支出金等の確保

１２，８０４遊休地の貸付・不用財産の処分

１３，０５１
その他（公共下水道早期切替の促進、臨戸徴収に
よる市税等滞納整理など）

１４５，９７５経 費 の 削 減

７３，１８１＜事務事業の見直し＞

１４，９５７工事費等の諸経費の見直し

１３，９００入札・契約手続きの改善

１３，６２６土地開発公社借入金の借換えによる利子削減

９，０７０福祉給付事業の見直し

８，０３０経済効率を重視した設計

１３，５９８
その他（公共施設修繕費等の節減、福祉事業団経
費の見直し、日野山荘の季節開設など）

７２，７９４＜職員給与及び定数の見直しなど＞

５０，５９４給与・手当等の見直し

２２，２００職員定数の削減（２５人）

２１７，０３０合　　　　　　　　計

　平成１５年度の決算は、厳しい財政状況の中、引き続き
財政再建計画に沿った行財政改革遂行型予算を編成し、
経費縮減を図りながら「日野いいプラン２０１０事業」を中

心に幅広い事業を展開してきました。広報今号では平
成１５年度の決算概要をお知らせします。

（財政課）

●平成１５年度　特別会計決算

対前年度比歳　　出対前年度比歳　　入  　会　　計　　別  

１２．５％１１０億８，１１５万円１２．４％１１１億８，８００万円国民健康保険特別会計

７７．８％４９億６，８９４万円７７．８％５０億６，３７６万円土地区画整理事業特別会計

△０．７％５７億９，３５３万円△１．４％５８億３，４７４万円下水道事業特別会計

△１３．７％２０億　５５８万円△１３．７％２０億　５５８万円受託水道事業特別会計

４．４％１０７億８，３７２万円３．７％１０８億６，６９９万円老 人 保 健 特 別 会 計

１２．６％６２億３，０２３万円１２．３％６２億３，１３４万円介 護 保 険 特 別 会 計

△４．２％７２億８，４２９万円　２１．０％６６億５，１２６万円市 立 病 院 事 業 会 計

８．８％４８１億４，７４４万円１２．４％４７８億４，１６７万円合　　　　計

人件費人件費
１１６億６,１７９万円１１６億６,１７９万円
（２４.１％）〈０.１（２４.１％）〈０.１％％〉〉

物件費物件費
８６億５,５４６万円８６億５,５４６万円
（１７.９％）〈（１７.９％）〈１.５１.５％％〉〉

扶助費扶助費
７８億２,７３７万円７８億２,７３７万円
（１６.２％）〈１０.３（１６.２％）〈１０.３％％〉〉

補助費補助費

６１億５,１１９万円６１億５,１１９万円
（１２.７％）〈４.６（１２.７％）〈４.６％％〉〉

普通建設事業費普通建設事業費

公債費公債費
３１億９,３９９万円３１億９,３９９万円
（６.６％）〈△７.４（６.６％）〈△７.４％％〉〉

繰出金繰出金

３１億８,５２３万円３１億８,５２３万円
（６.６％）〈△１７.９（６.６％）〈△１７.９％％〉〉

その他その他２６億８,５５６万円２６億８,５５６万円
（５.６％）〈（５.６％）〈△１７△１７..８８％％〉〉

一般会計性質別歳出決算

４８３億４８０万円４８３億４８０万円
４９億４,４２１万円４９億４,４２１万円

（１０.３％）〈△０.５（１０.３％）〈△０.５％％〉〉

市民税市民税
１２４億２,１９２万円１２４億２,１９２万円

（４７.８％）〈７３,９２３（４７.８％）〈７３,９２３円円〉〉

固定資産税固定資産税
１０５億３,５６５万円１０５億３,５６５万円

（４０.５％）〈６２,６９７（４０.５％）〈６２,６９７円円〉〉

軽自動車税軽自動車税
７,９２８万円７,９２８万円

（０.３％）〈４７２（０.３％）〈４７２円円〉〉

市たばこ税市たばこ税
８億２,４８５万円８億２,４８５万円

（３.２％）〈４,９０９（３.２％）〈４,９０９円円〉〉

入湯税入湯税
１,１８５万円１,１８５万円

（０.０％）〈７０（０.０％）〈７０円円〉〉

市税決算と市民の負担状況
都市計画税都市計画税
２１億１,７０９万円２１億１,７０９万円

（８.２％）〈１２,５９９（８.２％）〈１２,５９９円円〉〉

２５９億９,０６４万円２５９億９,０６４万円
〈１５４,６７０〈１５４,６７０円円〉〉

歳出
４８３億４８０万円４８３億４８０万円

民生費民生費
１７４億４,４２１万円１７４億４,４２１万円
（３６.１％）〈５.６（３６.１％）〈５.６％％〉〉

総務費総務費
７３億４,６２１万円７３億４,６２１万円

（１５.２％）〈△４.９（１５.２％）〈△４.９％％〉〉

土木費土木費

６６億９,６５７万円６６億９,６５７万円
（１３.９％）〈２.１（１３.９％）〈２.１％％〉〉

教育費教育費

６１億５,１５３万円６１億５,１５３万円
（１２.７％）〈△９.９（１２.７％）〈△９.９％％〉〉

衛生費衛生費
４２億８,９６７万円４２億８,９６７万円
（８.９％）〈△２.９（８.９％）〈△２.９％％〉〉

公債費公債費
３１億９,３９９万円３１億９,３９９万円
（６.６％）〈△７.４（６.６％）〈△７.４％％〉〉

消防費消防費
２１億３,５４７万円２１億３,５４７万円
（４.４％）〈△０.１（４.４％）〈△０.１％％〉〉

その他その他
１０億４,７１５万円１０億４,７１５万円

（２.２％）〈△１３.６（２.２％）〈△１３.６％％〉〉

歳入
４９２億２,０２５万円４９２億２,０２５万円

市税市税
２５９億９,０６４万円２５９億９,０６４万円
（５２.８％）〈△１.８（５２.８％）〈△１.８％％〉〉

５４億４,３６０万円５４億４,３６０万円
（１１.０％）〈７１.４（１１.０％）〈７１.４％％〉〉

市債市債

都支出金都支出金

４４億４,３２０万円４４億４,３２０万円
（９.０％）〈１.１（９.０％）〈１.１％％〉〉

国庫支出金国庫支出金

４２億９,７７９万円４２億９,７７９万円
（８.７％）〈△１.３（８.７％）〈△１.３％％〉〉

地方交付税地方交付税
２億８,８８３万円２億８,８８３万円

（０.６％（０.６％）〈）〈△２８.０△２８.０％％〉〉

地方特例交付金地方特例交付金

９億２,３５９万円９億２,３５９万円
（１.９％）〈△５１.４（１.９％）〈△５１.４％％〉〉

使用料及び手数料使用料及び手数料

１１億１,９１７万円１１億１,９１７万円
（２.３％）〈△１.６（２.３％）〈△１.６％％〉〉

繰入金繰入金

１３億６,７１７万円１３億６,７１７万円
（２.８％）〈△０.６（２.８％）〈△０.６％％〉〉

地方消費税交付金地方消費税交付金
１６億８,０９４万円１６億８,０９４万円

（３.４％）〈△１３.１（３.４％）〈△１３.１％％〉〉

財産収入財産収入
１億３,２５９万円１億３,２５９万円

（０.３％（０.３％）〈）〈△９７.０△９７.０％％〉〉

その他その他
３５億３,２７３万円３５億３,２７３万円

（７.２％（７.２％）〈△２０）〈△２０.７.７％％〉〉

（　）内は構成比、〈　〉内は対前年度比
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●補正予算による主要な事業　　　　（単位：万円）
４，３９６新選組フェスタ関連事業

３，３９０（仮称）特別養護老人ホームあすなろ建設費補助金

２，９００小児初期救急事業経費

１４，９６５児童手当経費

７，１７３認証保育所経費

３，８００日野宿４００年記念事業経費

●平成１６年度各会計別予算執行状況（平成１６年９月３０日現在）　 　　　　　（単位：円）

執行率支出済額収入率収入済額予算現額会　計　名

３７．８％１９，２４４，１３６，２６６４５．４％２３，０８８，１４６，２６１５０，８９４，０４９，０００一 般

４４．４％５，００１，７１６，８３４３８．６％４，３４４，９５８，２２６１１，２６１，６２２，０００国 保

３．２％１５２，５２７，０６０４．３％２０６，１６５，３１７４，７７２，０１３，０００土 地 区 画

３５．０％２，１５５，７７４，６８５３１．４％１，９３１，４９８，５１９６，１５６，１５７，０００下 水 道

２４．３％４７９，０３３，６４４３５．０％６８８，９１１，２９６１，９６８，４５７，０００受 託 水 道

４２．８％４，４２２，９１３，３０９４３．６％４，５１３，０７１，３５１１０，３４３，７４８，０００老 人 保 健

５２．３％２，８０２，５７８，８８５５３．２％２，８５１，６２９，５６２５，３５５，９６３，０００介 護 保 険

－－３４．０％２，５７８，４６６，０８８７，５７４，２２６，０００市立病院（収入）

４０．８％３，１３５，５８２，０８３－－７，６７７，５５０，０００市立病院（支出）

※一般会計の予算現額には、繰越明許費を含む

　

債
務
負
担
行
為
は
、
数
年
度
に
ま

た
が
っ
て
行
わ
れ
る
事
業
に
つ
い

て
、
例
外
的
に
期
間
と
限
度
額
を
定

め
て
、
支
払
い
を
後
年
度
、
複
数
年

度
に
わ
た
っ
て
行
う
負
債
の
こ
と
で

す
。

　

平
成　

年
度
で
は
、
児
童
福
祉
支

１５

援
シ
ス
テ
ム
借
上
料
や
総
合
行
政
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
関
連
機
器
借
上
料
な
ど

が
新
た
に
加
わ
り
ま
し
た
。

　

平
成　

年
度
の
普
通
会
計
決
算

１５

で
み
た
経
常
収
支
比
率
は
、　

・
８７

６
％
で
過
去　

年
間
で
一
番
低
い

１０

数
値
と
な
り
ま
し
た
。
普
通
会
計

と
は
、
総
務
省
で
定
め
る
基
準
に

　

将
来
の
ま
ち
づ
く
り
に
備
え
た
積
立
金
で
、
家
庭

で
い
う
「
貯
金
」
に
あ
た
り
ま
す
。
景
気
の
変
動
な

ど
に
よ
る
財
源
不
足
に
対
応
す
る
財
政
調
整
基
金

は
、
平
成　

年
度
に
４
億
９
千
万
円
ま
で
落
ち
込
み

１１

ま
し
た
が
、
事
務
事
業
の
見
直
し
、
人
件
費
の
削
減

な
ど
行
財
政
改
革
を
推
進
し
た
結
果
約　

億
５
千
万

１８

円
ま
で
積
み
立
て
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

特別会計特別会計

一般会計一般会計

業
会
計
負
担
金
が
減
に
な
っ
た
こ
と

な
ど
に
よ
り
、
１
億
３
千
万
円
の
大

幅
減
と
な
り
ま
し
た
。

　

土
木
費
で
は
、
一
番
橋
架
け
替
え

工
事
完
了
に
伴
う
都
市
計
画
道
路
事

業
経
費
の
減
や
、
浅
川
ス
ポ
ー
ツ
公

園
取
得
完
了
な
ど
に
よ
る
６
億
７
千

万
円
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

　

教
育
費
で
は
、
小
・
中
学
校
の
改

造
・
耐
震
補
強
工
事
、
日
野
宿
本
陣

の
整
備
な
ど
に
よ
り
１
億
４
千
万
円

の
増
と
な
り
ま
し
た
。

　

公
債
費
で
は
、
教
育
債
、
消
防
債

な
ど
の
減
に
よ
り
、
２
億
６
千
万
円

の
減
と
な
り
ま
し
た
。

よ
り
作
成
さ
れ
る
統
計
上
の
会
計

で
す
。
他
の
市
町
村
と
財
政
状
況

を
比
較
す
る
場
合
、
こ
の
会
計
で

行
う
の
が
一
般
的
で
す
。
日
野
市

で
は
、
一
般
会
計
・
土
地
区
画
整

理
事
業
特
別
会
計
・
下
水
道
事
業

特
別
会
計
の
一
部
が
普
通
会
計
と

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
経
常
収

（　）内は構成比、〈　〉内は対前年度比 （　）内は構成比、〈　〉内は市民１人あたりの金額

バランスシート（普通会計）（平成１６年３月３１日現在）　（単位：億円）
貸　　方：資金の調達方法借　　方：資金の使い道

［負債の部］［資産の部］

361１．固定負債合計1,482１．有形固定資産合計
地方債（元金）のうち平成１７年度以
降に返済する必要がある金額、及び
年度末に在籍している職員が全員退
職したと仮定した場合の合計金額

市庁舎、保育園、公園、学校施設、体
育館などの土地・建物・設備等

69２．流動負債合計146２．投資等合計
地方債（元金）のうち平成１６年度中
に返済する必要がある金額

財団法人等への出資金・貸付金、特定目
的に使用するために積み立てた基金

［正味資産の部］54３．流動資産合計

資産の合計額から負債の合計額を引
いた残額。
（国庫支出金、都支出金、一般財源）

将来の資金不足に備えるための基金、
及び年度末までに支払ってもらえなか
った税金等

1,252正味資産合計

1,682負債・正味資産合計1,682　資産合計

将
来
の
世
代
に
残
る
財
産
等

　バランスシートとは、ある一定
の時点で保有するすべての資産、
負債等の状況をひとつの表に表し
たものです。表の【借方】は、市
が所有する土地や建物、預金や現

金などの「資産」を表しています。
また、【貸方】は、借金である地方
債などの「負債」と「正味資産」
（企業会計でいう「資本」）を表し
ています。

効
率
的
な
行
政

運
営
を
す
る
た

め
に
、
平
成　
１６

年
度
を
も
っ
て

第
２
次
行
財
政

改
革
大
綱
を
終

了
し
、
新
た
に

平
成　

年
度
か

１７

ら
の
第
３
次
行

財
政
改
革
大
綱

を
策
定
す
る
予

定
で
す
。

（
行
財
政
改
革

推
進
担
当
）

　一般会計予算の当初予算
は、４９７億４千１００万円でし
たが、６月と９月に２回の
補正を行い、１０億４千５８０
万円増の５０７億８千６８０万円
となりました。予算額に対
する収入率及び執行率は下
表のとおりです。

平成１５年度行財政改革の取り組み

日野市バランスシートを作成日野市バランスシートを作成

支
比
率
は
、
人
件
費
・
物
件
費
・

扶
助
費
・
補
助
費
・
公
債
費
等
の

よ
う
に
容
易
に
縮
減
す
る
こ
と
が

困
難
な
経
常
的
な
経
費
に
、
市
税

な
ど
が
ど
の
程
度
使
わ
れ
て
い
る

か
を
み
る
指
標
で
す
。　

％
程
度

７５

が
望
ま
し
い
数
値
と
さ
れ
て
い
ま

す
。

平
成

年
度

平
成　

年
度

１５１５

経
常
収
支
比
率

経
常
収
支
比
率

市債の状況市債の状況

今
ま
で
の
世
代
が

負
担
し
た
金
額

こ
れ
か
ら
の
世
代
が
負
担
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
金
額

平成15年度の主な事業
●税総合システム構築準備事業…５，７３７万円
　電算化総合計画に基づき税総合システム構築
作業を行い、窓口業務のネットワーク化を図り
ました。
●（仮称）浅川スポーツ公園の整備…１億５，３３６万円
　（仮称）浅川スポーツ公園を災害時の避難場所
も含めた多目的広場とするため、用地の一部購
入及び整備を進めました。
●小・中学校整備事業…１０億９，０６１万円
　子どもたちの安全と快適な教育環境を確保す
るため、小・中学校施設整備計画に基づき、耐震
補強工事、トイレ改修工事等を実施しました。
●夢が丘小の整備及び教育センター開設準備

…３億７，４６２万円
　学校統廃合により統合新校として使用する夢
が丘小学校の校舎・屋内運動場大規模改造及び
耐震補強工事を行いました。また、統廃合により
廃校となった旧高幡台小学校を教育センターと
して新たに開設するための準備を行いました。
●交流センター開設事業…３，０４７万円
　市民の交流とふれあいの場として南平駅西交
流センター及び東町交流センターを開設しまし
た。また、平成１６年度開設に向け多摩平及び落
川交流センターの開設準備を行いました。
●男女平等推進計画づくり及び男女平等推進セ
ンターの開設準備…４１４万円

　日野市男女平等基本条例及び男女平等推進行
動計画（素案）を策定しました。また、男女平

等推進センターを開設しました。
●高齢者支援事業…２億５，７０１万円
　特別養護老人ホーム優先入所の仕組みづくり
など在宅高齢者ケア事業の充実や介護老人保健
施設の待機者ゼロを目指して、ベッドの新設・
増床によりサービスの拡充を図りました。ま
た、地域型在宅介護支援センター（かわきた・
ふれんど）を新たに設置し各地域での在宅介護
支援の充実を図りました。
●障害者支援事業…１０億２，６９０万円
　身体障害者、知的障害者及び児童の支援サー
ビスについて「措置制度」から「支援費制度」
へ移行し、障害者個人の尊厳を重視した質の高
いサービスが提供できるようになりました。
●子育て・子育ち支援事業…２億８，３０３万円
　日野駅前に開設した認証保育所日野プチ・ク
レイシュなど、待機児ゼロを目指して、民間活
力を生かした認証保育所及び民間保育所を開設
しました。また、新たに子ども家庭支援センタ
ー及び児童館を開設しました。学校においては
週５日制への対応など教育内容の充実を図りま
した。
●健康づくり推進事業…１億５，５４６万円
　「 日  野  人 げんき！」プラン素案策定づくりを進

ひ の びと

め、マシントレーニングによるパワーリハビリ
テーション事業、さわやか健康体操事業などの
健康施策を実施しました。また、乳がん検診に
マンモグラフィを導入しました。

●日野駅改良・駅周辺まちづくり及び高幡不動
駅周辺まちづくり…２億４，８１２万円
　バリアフリー化を目的とした日野駅西側駅前
広場の改良整備工事及び日野駅構内のエレベー
ター整備事業を実施しました。また、高幡不動
駅周辺では高幡不動尊参道一帯（電線共同溝化、
無電柱化）を整備しました。
●丘陵地ワゴンタクシー運行事業…６００万円
　ミニバスの運行が困難な丘陵地の交通不便地
域の交通アクセス手段を確保し、定着を図りま
した。また、モノレールの高幡不動駅前に乗降
場所を設けるなど市民の利便性の向上を図りま
した。
●新選組フェスタ関連事業…５千万円
　ＮＨＫ大河ドラマ「新選組！」の放映を機に、
「新選組フェスタin日野」を開催し、まちおこ
しを図りました（平成１６年度も引き続き事業展
開中）。
●市民の雇用機会を拡大…１億６５６万円
　長引く不況による厳しい雇用情勢の中、緊急
地域雇用創出特別交付金事業などにより、市民
１２，７８８人（延べ人数）の雇用創出を図りました。
●多摩平の森ふれあい館の開設…９，８０２万円
　公団多摩平団地の建て替えに伴い、地域の複
合交流拠点として、「多摩平の森ふれあい館」
（図書館、児童館、子ども家庭支援センター、
男女平等センター、交流センターなどの機能を
持った複合施設）を開設しました。

土
地
・
建
物
の
状
況

土
地
・
建
物
の
状
況

土　

地

建　

物
　

万
９
千　
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１５１
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万
４
千　

�

３２

８７４

市
役
所
・
学
校
・

保
育
園
・
児
童
遊

園
な
ど
の
敷
地
・

建
物

（
平
成　

年
度
末
現
在
）

１５
債
務
負
担

債
務
負
担

行
為
の
状
況

行
為
の
状
況

基
金
の
状
況

基
金
の
状
況

　

市
債
と
は
単
年
度
予
算
で
は
ま
か
な
い

き
れ
な
い
学
校
の
改
修
工
事
費
、
下
水
道

事
業
費
な
ど
多
額
の
資
金
を
必
要
と
す
る

事
業
を
行
う
場
合
に
、
国
や
都
、
銀
行
な

ど
か
ら
資
金
の
一
部
を
借
り
入
れ
て
事
業

を
行
い
、
長
期
間
に
わ
た
っ
て
返
済
す
る

制
度
で
す
。
家
庭
で
い
う
「
借
金
（
ロ
ー

ン
）」
に
相
当
す
る
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
低
利
な
市
債
に
借
り
換
え
る
な

ど
計
画
的
な
償
還
と
と
も
に
、
新
た
な
市

債
発
行
を
極
力
抑
え
、
市
債
残
高
の
減
少

に
努
め
て
い
き
ま
す
。
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